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研究成果の概要（和文）： 本研究は、東日本大震災の津波避難と仮設居住期の経験と課題を踏まえ、子どもの安全に
視点を置いたまちづくりワークショップの手法を開発するため、全国各地で津波からの逃げ地図づくりのワークショッ
プの評価と検証を通して、子どもの津波避難に関してより有効なワークショップの手法を明らかにした。また、陸前高
田市や石巻市等の仮設施設づくりの事例の評価を行い、子ども参加のワークショップに係る有用な知見を得た。

研究成果の概要（英文）：This study was developed a method of safe community design workshop for children, 
based on the challenges of the tsunami evacuation of the Great East Japan Earthquake and the experience 
of temporary residence. In other words, it revealed a more effective workshop techniques with respect to 
tsunami evacuation of children, through the workshop of making map for evacuation from the tsunami across 
the country. In addition, it obtained useful knowledge relating to the workshop of children's 
participation through the evaluation of case of the temporary facility building of 
Rikuzentakata,Ishinomaki etc.

研究分野：都市計画・地域計画

キーワード： 逃げ地図　避難計画　地区防災計画　津波　仮設住宅
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 津波避難のシミュレーションモデルの多く
は、専門家の利用を前提としたものであり、
子どもはもとより、一般の地域住民が使いこ
なせるものではない。こうした状況下、研究
協力者（日建設計震災復興ボランティア部）
が東日本大震災後に開発した逃げ地図（避難
地形時間地図）づくりの手法が注目を集めて
いた。この手法は、過去の津波の最高到達地
点までの避難時間を 3分間ピッチで色分けす
るもので、その作業の簡便さと地図表現の明
快さが高く評価されていた。しかし、そのワ
ークショップの手法は確立されておらず、試
行を重ねていた。また、必ずしも子どもの発
達段階や子ども参画の意義を念頭において
実施されているわけではなかった。 
 東日本大震災の被災地では、学校の校庭や
公園が仮設住宅用地になり、仮設住宅団地の
オープンスペースは砂利敷きの駐車場と化
した。それにより、子どもの運動や遊びの環
境が奪われ、体力の低下やストレスの増大、
子どもの交通事故・怪我の危険性が問題にな
っていた。その一方で、仮設グラウンドや仮
設児童館等が設置され、石巻市や陸前高田市
ではセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが子
ども参画のまちづくりを進めるワークショ
ップを開始し、注目を集めていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、東日本大震災の津波被害と仮設
居住期の経験と課題を踏まえ、津波に関わる
子ども安全まちづくりワークショップを地
域ぐるみで協働して実施するための手法を
開発することを目的とする。具体的には、津
波発生時に子どもが学校外に居る場合も想
定した逃げ地図（避難地形時間地図）づくり
の手法の評価・検証を通して、子どもの津波
避難に関してより有効なワークショップの
手法を明らかにする。また、仮設居住期の子
どもの安全に係る問題と課題、子どもの安全
に配慮した仮設施設づくりの事例の評価を
行い、子どもの安全にも配慮したまちづくり
ワークショップの手法を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、逃げ地図づくりを避難計画の検
討に活用できるように、先行研究の知見を踏
まえつつ、岩手県陸前高田市と静岡県下田市
における逃げ地図づくりを通して、避難経路
や避難場所の安全対策の検討を行い、子ども
の津波避難にかかるワークショップ手法を
開発する。 
 また、陸前高田市の仮設住宅団地自治会長、
学校関係者、ボランティア、小中学生等の関
係者ヒアリングを通し、仮設施設や通学路等
における子どもの安全に係る問題・課題の抽
出・整理、子どもの安全に配慮した仮設施設
事例の評価を行い、それを踏まえて、仮設居
住期における子ども安全まちづくりワーク
ショップ手法を開発する。 

４．研究成果 
 平成 25 年度は、鎌倉市立鎌倉第一中学校
区における逃げ地図（避難地形時間地図）の
作成と展開プロセスを明らかにし、それをモ
デルにして陸前高田市立高田東中学校区と
下田市立下田中学校区において中学生およ
び地域住民等が参加した逃げ地図作成ワー
クショップを重ねた。その結果、高田東中学
校区では、①中学生と地域住民がそれぞれ中
学校区内各地区の逃げ地図を作成した WS を
起点として、逃げ地図を活用した各種取り組
みが展開したこと、②避難目標ポイントの設
定条件を変えた逃げ地図を作成して比較す
ることにより、地区防災計画の策定に係る避
難場所と避難道路の整備等の検討材料が得
られることを明らかにした。下田中学校区で
は、①逃げ地図づくりは、地域の防災の取り
組みにおける防災教育として有用な手法と
なり、②避難困難地区の緊急防災避難施設の
整備の課題も浮かび上がらせ、③子どもから
保護者、地区への展開の可能性が示唆される
ことを明らかにした。 
 一方、仮設居住期については、陸前高田市
内の仮設住宅の居住者アンケートと関係者
ヒアリングを通し、①仮設住宅に居住する子
育て世帯が子どもの運動・学習環境が十分で
ないことに困窮していること。②子どもは団
地内の駐車場や通路、集会所周辺で遊んでい
るが、思い切り遊べず、通路での遊びに伴い
騒音や物的被害の苦情が見られること。③仮
設住宅団地の駐車場や通路では怪我や事故
のヒヤリハットが指摘されており、子どもは
危険と背中合わせで遊んでいること、④一部
の団地では危険を避けるために、大人の目が
ある集会所周辺で遊ぶようになり、集会所周
辺が大人の見守りがある遊び場として利用
されていることなどを明らかにした。 
 平成 26 年度は、上記の研究成果を関連学
会で発表するとともに、本研究で開発した手
法を各市で開催された逃げ地図作成ワーク
ショップに提供して支援した。陸前高田市で
は、広田町において現在進行中の震災復興事
業が完了した後を想定した逃げ地図作成ワ
ークショップを３回連続して開催した。地域
社会の幅広い構成員の参加を得た逃げ地図
が作成され、復興事業の津波避難に関する課
題（例えば、高台移転地の避難道路や防潮堤
の階段の位置など）を抽出する上で有効な手
法であることを確認した。仮設居住期の課題
については、仮設住宅団地の自治会長ヒアリ
ングと仮設店舗アンケートを実施し、仮設居
住の長期化に伴う課題と仮設店舗群の形成
過程を詳細に把握した。 
 一方、下田市については、津波避難ビル等
緊急避難場所の現地調査を行うとともに、吉
佐美地区において地元住民団体が指定した
緊急避難場所を点検する逃げ地図作成ワー
クショップを実施し、逃げ地図が津波避難計
画のＰＤＣＡサイクルを回す上で有効な手
法であることを検証した。また、下田市に隣



接する河津町の南小学校にて逃げ地図作成
ワークショップを開催し、小学５年生以上で
も逃げ地図作成が可能であることを明らか
にした。 
 平成 27 年度は、気仙沼市や静岡県河津町・
南伊豆町、高知県黒潮町等で開催した逃げ地
図作成ＷＳにおいて、これまでに明らかにし
た手法を検証し、汎用性の高い標準的なＷＳ
の手法をマニュアル案としてまとめた。また、
仮設居住期の子どもの安全に関わる課題を
大きく捉え、学校の校庭に建つ仮設住宅団地
の解体・集約に関する調査ならびに子どもま
ちづくりクラブのワークショップ手法に関
する調査を補足的に実施して今後の課題を
明らかにした。 
 ３年間の調査研究を通して、逃げ地図ワー
クショップは、地図作成自体が目的ではなく、
リスク・コミュニケーションの手段であるこ
とから、ワークショップの開催目的と照らし
合わせつつ、子どもをはじめ多様な関係主体
が参加することが望ましいこと。また、緊急
避難場所の指定や検証等、目的的に実施する
ことから、津波浸水想定区域との交点よりも
高い位置にある路上等だけでなく、避難対象
地域内の建造物を避難目標地点として設定
することも考慮すべきこと。さらには、逃げ
地図作成の特質は、テーマに応じて避難目標
地点や避難障害地点等の条件設定を変えて
作成し、比較検討できる点にあることから、
逃げ地図ワークショップでは設定条件を変
えて班を編成する方法が有効であることな
どを明らかにした。 
 一方、仮設居住期の子どもの暮らしに関
わる仮設施設については、陸前高田市の校
庭に建つ仮設住宅団地の問題と課題、仮設
商店街の配置や子ども支援施設に関する優
れた事例を明らかにするとともに、石巻市
等の子どもまちづくりクラブのワークショ
ップに関する調査を通して、震災復興の施
設建設に子どもの参画を実現するだけでな
く、その後の施設運営も考慮して事業を進
めることや、施設運営には、条例などによ
って子ども参画を保障するとともに、関連
する地元 NPO の参画を得ること、高校生の
参画支援は、プロジェクトの単なる支援に
とどまらず、次世代育成の観点から地元の
関係団体が相互に連携して多角的に進める
ことが重要であること等を明らかにした。 
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